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近
年
、
大
学
病
院
な
ど
の

大
規
模
施
設
だ
け
で
な
く
地

域
の
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
お
い
て
も
、
口
腔
外
科

処
置
や
歯
科
治
療
の
際
に
全

身
麻
酔
が
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
全
身
麻

酔
は
、
治
療
中
の
意
識
や
痛
み
、

記
憶
を
完
全
に
抑
え
る
た
め
、

患
者
さ
ん
は
手
術
中
に
苦
痛

を
感
じ
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
治
療
の
妨
げ
に
な
る
よ

う
な
体
の
動
き
を
止
め
る
こ

と
か
ら
、
治
療
を
行
う
歯
科

医
師
に
と
っ
て
も
確
実
で
精
密

な
治
療
を
行
う
事
が
で
き
る

方
法
で
す
。

日
帰
り
全
身
麻
酔

　

従
来
、
全
身
麻
酔
を
用
い

て
歯
科
口
腔
外
科
治
療
を
行

う
際
は
、
入
院
処
置
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
日
の
医
療
技
術
や
麻
酔
薬

の
発
達
に
よ
り
、
入
院
の
必

要
が
な
い
日
帰
り
で
の
全
身

麻
酔
下
歯
科
治
療
が
実
施
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

　

日
帰
り
全
身
麻
酔
は
、
あ

ら
か
じ
め
外
来
で
必
要
な
検

査
、
診
察
、
説
明
を
受
け
て

い
た
だ
き
、
治
療
の
当
日
に

来
院
し
、
全
身
麻
酔
下
で
治

療
を
受
け
た
後
、
入
院
す
る

こ
と
な
く
そ
の
日
の
う
ち
に
帰

宅
す
る
方
法
で
す
。（
図
）

歯
科
病
院
で
の

　
　

日
帰
り
全
身
麻
酔

　

日
帰
り
全
身
麻
酔
は
、
医

科
領
域
で
は
眼
科
、
耳
鼻
咽

喉
科
、
泌
尿
器
科
な
ど
で
の

小
手
術
に
多
く
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
歯
科
・
口
腔
外
科
領

域
に
お
い
て
は
、
特
に
、
治
療

に
協
力
が
得
ら
れ
な
い
小
児

や
知
的
障
害
者
の
歯
科
処
置
、

小
児
の
比
較
的
短
時
間
の
口

腔
外
科
手
術
、
ま
た
成
人
の

親
知
ら
ず
の
抜
歯
な
ど
を
対

象
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。（
表
）

　

日
帰
り
全
身
麻
酔
の
割
合

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
日

本
大
学
松
戸
歯
学
部
付
属
病

院
で
は
、
年
間
全
身
麻
酔
症

例
の
約
３
割（
令
和
３
年
度
）

を
占
め
て
い
ま
す
。

専
門
の

　

歯
科
麻
酔
科
医
が
担
当

　

日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
付

属
病
院
で
は
、
学
会
認
定
を

取
得
し
た
専
門
の
歯
科
麻
酔

D
o
cto
r

R
ep
o
rt

科
医
が
日
帰
り
全
身
麻
酔
を

担
当
し
、
小
児
歯
科
、
特
殊

歯
科
（
障
害
者
歯
科
）、
口
腔

外
科
な
ど
の
症
例
を
中
心
に

安
全
で
快
適
な
歯
科
治
療
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

日
帰
り
全
身
麻
酔
は
、
保

険
も
適
応
さ
れ
ま
す
（
一
部

自
費
治
療
を
除
く
）
が
、
全

身
的
に
重
度
の
疾
患
が
な
い

事
や
、
帰
宅
時
の
付
き
添
い

が
必
要
と
な
る
こ
と
な
ど
が

実
施
の
条
件
と
な
っ
て
き
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
担
当
の
歯

科
医
師
ま
た
は
下
記
連
絡
先

に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
付

属
病
院

０
４
７
・
３
６
０
・
７
１
１
１

　
　
　   （
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）。

医療最前線
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Drリポート
安心・快適な歯科治療　その２
～日帰り全身麻酔～
日本大学松戸歯学部は、歯科学を「口腔

科学（Oral Science)」と捉え、医学の一分

科としての教育を展開。最前線で活躍す

る歯科・医科のスペシャリストに、医療現

場の現在と未来について連載でリポート

してもらう。

日
本
大
学
松
戸
歯
学
部

歯
科
麻
酔
学
講
座
教
授

   

山
口  

秀
紀  

先
生

図：日帰り全身麻酔の流れ（入院処置との比較）
日帰り全身麻酔では、治療前に予め必要な検査、診察
を行います。治療当日に来院し、治療終了後は病棟で
休んでから当日中に帰宅となります。

● 

歯
科
治
療
を
理
解
で
き
な
い
、
治
療
時
の
協
力
が

得
ら
れ
な
い
小
児
患
者

● 

小
児
や
知
的
障
害
者
な
ど
入
院
が
困
難
な
場
合

● 

比
較
的
短
時
間
の
外
科
手
術
（
過
剰
歯
の
抜
歯
、

親
知
ら
ず
の
抜
歯
な
ど
）

● 

歯
科
恐
怖
症
で
治
療
に
対
す
る
恐
怖
心
が
強
く
、

静
脈
内
鎮
静
法
で
も
治
療
が
難
し
い
方

● 

嘔
吐
反
射（
口
に
器
具
が
入
る
と
吐
き
気
を
感
じ
る
）

が
強
く
静
脈
内
鎮
静
法
で
も
治
療
が
難
し
い
方

表
：
日
帰
り
全
身
麻
酔
の
適
応

※

静
脈
内
鎮
静
法
に
つ
い
て
は
、
7
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

た
っ
ぷ
り
と
墨
を
含
ま
せ

た
筆
を
躍
ら
せ
な
が
ら
、１

９
０
４
年
の
辰
年
元
旦
に
書

い
た
こ
の
作
品
は
、潤
い
の
あ

る
墨
色
と
、言
葉
の
ご
と
く

龍
が
跳
ね
上
が
る
よ
う
な
生

き
生
き
と
し
た
線
質
が
印
象

的
で
す
。

　

佐
倉
に
生
ま
れ
た
香
川
松

石
は
、明
治
維
新
後
、千
葉
師

範
学
校
な
ど
で
長
い
間
教
壇

に
立
ち
、千
葉
の
書
教
育
の
中

心
で
活
躍
し
ま
し
た
。同
時

に
教
科
書
の
執
筆
も
手
が

け
、多
く
の
手
本
を
遺
し
て
い

ま
す
。

　

当
時
教
科
書
の
執
筆
者
は

複
数
い
ま
し
た
が
、端
正
か
つ

成
田
山
書
道
美
術
館

第
十
九
回

温
順
な
書
風
で
、書
を
始
め

た
ば
か
り
の
人
が
学
び
や
す

い
と
評
判
だ
っ
た
松
石
の
教

科
書
は
全
国
的
に
採
択
さ
れ

た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
も
千
葉
は
書
教
育
が
盛

ん
な
地
域
の
一
つ
で
す
が
、松

石
は
千
葉
の
書
教
育
の
礎
を

作
っ
た
人
物
だ
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　
　

   （
学
芸
員　

山
﨑 

亮
）

香
川
松
石（
1
8
4
5-

1
9
1
1
）

『
躍
龍
』 

1
9
0
4
年

1
3
6.
8×

67.
3
㎝　

紙
本
墨
書　

一
幅

か
が
わ

し
ょ
う
せ
き

　

文
豪
夏
目
漱
石
が
生
涯
最

後
の
９
年
間
を
過
ご
し
、『
三

四
郎
』や『
こ
こ
ろ
』を
執
筆
し

た
自
宅
跡
地
に
、漱
石
生
誕
１

5
0
年
を
記
念
し
て
、２
０
１

７
年
、ガ
ラ
ス
張
り
の
美
し
い

「
新
宿
区
立
漱
石
山
房
記
念

館
」が
開
館
し
ま
し
た
。

　

書
棚
や
調
度
品
な
ど
、忠
実

に
再
現
さ
れ
た「
漱
石
山
房
書

斎
」や「
ベ
ラ
ン
ダ
式
回
廊
」。

庭
に
は
漱
石
が
好
ん
だ
バ

シ
ョ
ウ（
芭
蕉
）な
ど
が
植
え

ら
れ
て
い
て
、漱
石
が
見
て
い

た
世
界
に
入
り
込
む
こ
と
が

67

や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、文
学
館
の
役
割
で

あ
る「
漱
石
関
連
の
所
蔵
品
」

の
収
集
や
保
管
、展
示
も
行
わ

れ
て
い
て
、書
簡
や
自
筆
原
稿

な
ど
貴
重
な
品
々
に
接
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

文
学
館
は
展
示
だ
け
で
な

く
、様
々
な
企
画
や
イ
ベ
ン
ト

を
催
し
て
私
た
ち
の
知
的
好

奇
心
を
満
た
し
て
く
れ
ま
す
。

今
夏
も「
ミ
ス
テ
リ
ー
ク
エ
ス

ト
〜
夏
目
漱
石
か
ら
の
挑
戦

状 

Ⅳ
〜
」や「
夏
休
み
子
ど
も

講
座
〜
読
書
感
想
文
の
書
き

方
」、「
漱
石
作
品
の
朗
読
会
」

や「
絵
本
・
絵
巻
・
挿
絵
に
み
る

『
草
枕
』〜
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
」な
ど
目
白
押
し
。近
年
で

は
文
豪
を
テ
ー
マ
に
し
た
人

気
漫
画
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
企
画
も
人
気
を
博
し
ま
し

た
。

　

な
お
、併
設
さ
れ
て
い
る

出
来
ま
す
。

　

通
常
展
示
で
は
文
学
館
ら

し
く
漱
石
の
生
涯
や
人
物
像

が
分
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。さ
ら
に
、生
ま
れ
も

育
ち
も
終
焉
ま
で
も
が「
新

宿
」で
あ
っ
た
漱
石
と
こ
の
街

と
の
関
わ
り
な
ど
も
わ
か
り

ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
「C

A
FE 

SOSEKI

」や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
の
グ
ッ
ズ
も
お
す
す

め
で
す
。特
に『
吾
輩
は
猫
で

あ
る
』に
登
場
す
る「
空
也
の

も
な
か
（
作
中
で
は
空
也

餅
）」の
セ
ッ
ト
は
美
味
で
、作

品
世
界
に
浸
れ
ら
れ
る
逸
品

で
す
。

　

記
念
館
の
外
壁
は
つ
る
植

物
で
壁
面
緑
化
さ
れ
て
い
て
、

目
に
涼
し
げ
な
光
景
で
す
。周

囲
に
は「
夏
目
坂
」や
漱
石
の

生
家
跡
、作
品
に
登
場
す
る
神

社
仏
閣
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ

り「
周
辺
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ
」も

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。館
内
見

学
の
後
、漱
石
が
暮
ら
し
た
街

を
散
策
し
て
み
る
の
も
良
い
で

し
ょ
う
。

■
Ｋ
太
せ
ん
せ
い

現
役
教
師
。教
育
現
場
の
あ
り

の
ま
ま
を
伝
え
、読
書
案
内
な

ど
も
執
筆
す
る
。

文
学
の
窓

　〈
漱
石
山
房
記
念
館
〉

【　】… タロットカード
　★　… ラッキーフード8月3日～9月6日 MASARU のタロット占いMASARU のタロット占いMASARU のタロット占い

１月　生まれ

【法皇・逆】浪費家と距離
を置くことで財政難から脱
出。金銭感覚を無理に周囲
と合わせる必要なし。自分
の身の丈に合った暮らしを
大切に。★キウイ

【女帝・逆】機嫌を丸だしに
していませんか。つきあい
づらい人と思われている恐
れあり。まわりを気遣う余裕
を取り戻すことが今期の目
標。★唐辛子

【魔術師・正】賢さをアピー
ルしようとすると失敗の暗
示。一方、ユーモアのある意
見や企画は注目を集めま
す。みんなを楽しく盛り上げ
て。★イワシ

【力・正】我慢が報われる暗
示。ストイックになりすぎな
いように、一旦休息をとる
のもアリ。自己管理を継続
すれば大きな成果を得られ
ます。★イカ

【審判・正】行いが評価され
る可能性大ですが孤立しが
ちな一面も。一緒に活動で
きる仲間が見つかるとベス
ト。苦楽を共にできれば更
に充実。★枝豆

【皇帝・逆】慎重派の人と対
立の暗示。相手の不安を解
消できない限り進展の気配
なし。無理強いはせず、まず
は話をよく聞くことが糸口
に。★スイカ

【隠者・正】ひとり遊びが開
運の鍵。グループから離れ
て自分の好きなように過ご
すと元気回復。ＳＮＳチェ
ックをしばらく休むのもお
ススメ。★アジ

【節制・逆】周囲に流されや
すいとき。納得せぬままに
行動して後悔しないよう気
を付けて。とくに金銭に関し
ては自分の意志を貫いて正
解。★トマト

【世界・正】刺激的な出来事
はなくとも、安定した日々の
営みに充実を感じるとき。
とくに友情に感謝する予
感。助け合いの精神が幸福
を拡大。★豆乳

【恋人・正】ときめきの予感。
気持ちが華やぎ新しいこと
にも自然と挑戦できるとき。
今は長期的な展望を考える
必要なし。直感重視で正
解。★バナナ

【塔・正】人間関係に急展開
の暗示。期待を裏切られて
も慌てず騒がずどっしり構
えるのが賢明。噂話は炎上
の元。大事なことは秘めて
おいて。★蜂蜜

２月　生まれ ３月　生まれ ４月　生まれ ５月　生まれ ６月　生まれ

７月　生まれ ８月　生まれ ９月　生まれ 10月　生まれ 11月　生まれ 12月　生まれ

【戦車・正】新しいことを始
める前にお世話になった方
への挨拶を。あなたの努力
を称え励ましてもらえます。
有益な情報と人脈を得る予
感も。★黒糖

て
い
る
。そ
の
活
動
の
一
つ
に「

ホ
タ
ル
観
賞
会
」が
あ
る
。

　

オ
イ
コ
ス
の
前
身
は「
ホ
タ

ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
、25
年
前

か
ら
ホ
タ
ル
の
生
息
調
査
を

行
っ
て
い
た
。「
当
時
は
市
内

30
カ
所
で
ホ
タ
ル
を
見
る
こ

と
が
出
来
た
が
現
在
は
激
減

し
て
３
カ
所
に
」。「
ホ
タ
ル

は
、そ
の
明
滅
に
よ
っ
て
結
婚

相
手
を
探
す
。た
っ
た
一
台
の

自
動
販
売
機
の
光
で
あ
っ
て

も
そ
れ
を
阻
み
、ホ
タ
ル
が
い

な
く
な
っ
て
し
ま
う
」と
元
代

表
の
川
瀬
純
一
さ
ん（
82
）は

語
る
。

　
「
学
者
で
は
な
い
の
で
断
言

は
出
来
な
い
が
、農
薬
が
使

用
さ
れ
ず
、幼
虫
の
餌
と
な
る

カ
ワ
ニ
ナ
や
サ
カ
マ
キ
ガ
イ

と
い
っ
た
巻
貝
が
い
る
事
や

適
度
な
暗
さ
が
あ
る
こ
と
な

ど
が
、ホ
タ
ル
を
保
全
す
る

必
須
条
件
」と
代
表
の
金
室

彰
さ
ん（
69
）。　　

　
「
ホ
タ
ル
は
清
流
、環
境
の

良
好
さ
を
示
す
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
。少
な
く
な
っ
た
と
は
い

え
、身
近
に
ホ
タ
ル
を
見
ら

れ
る
環
境
が
八
千
代
に
は
ま

だ
残
っ
て
い
る
。市
民
の
皆
さ

ん
も
一
緒
に
こ
の
環
境
を
大

切
に
し
、ホ
タ
ル
が
生
息
出

来
る
町
に
し
て
い
こ
う
と
呼

び
か
け
て
い
る
」と
、鑑
賞
会

の
目
的
を
話
す
。

　
「
開
発
の
手
を
ど
れ
だ
け

抑
え
ら
れ
る
か
、こ
れ
ま
で

連
綿
と
続
い
て
き
た
農
業
を

続
け
て
い
け
る
環
境
が
あ
る

か
、そ
の
中
で
人
が
自
然
へ
の

気
遣
い
を
ど
れ
だ
け
出
来
る

か
が
重
要
」と
話
す
。　

　
「
ホ
タ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の

テ
ー
マ
は「
人
も
ホ
タ
ル
も

輝
く
町
を
」。環
境
へ
の
取
り

組
み
は
、こ
れ
か
ら
も
続
い
て

い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

▼「
ホ
タ
ル
観
賞
会
」８
月
７

日（
日
）。詳
細
は
ホ
ー
ム
ぺ

ー
ジ
で
確
認
を
。

▽
問
☎
０
９
０
・
１
８
４
２

・
８
７
３
８（
小
林
さ
ん
）。


